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てっ使をえとた
の」心「」胸「★

強く（胸・心）を打つ物語。彼女の話は皆の心を動かした。聞く者の心を揺さぶるスピーチ。しみ入るような演奏に心を揺り動かされる。
老母のつぶやくような一言が（胸・心）に響いた。
＊「胸に応える」ともいう。子役の懸命な演技が胸に迫った。聴衆の心をつかむハスキーな歌声。＊「心を捉える」ともいう。優しさあふれる文面に、胸がいっぱいになる。

思いやりを感じ、胸が熱くなった。
★他のたとえを使って見事な腕前に舌を巻く。迫真の演技に、思わず鳥肌が立った。その曲の哀切なメロディーが、私の心の琴線に触れた。＊物事に触れて動かされる心の様子を琴の糸にたとえた言葉。別れのシーンに、熱いものが込み上げてきた。
＊深く感じ入り、涙があふれそうになる様子。

★オノマトペで
彼の素直で正直な態度が、胸にぐっと来た。
感動的なラストシーンに、胸がじーんとした。
祖母の昔話は、心にしみじみとしみるものがあった。

感動する・感心する

感動 すばらしい物事などに接して、深く心を動かされること。「（心から・いたく）━する／深い━を（覚える・受ける・味わう・与える・呼ぶ・分かち合う）／━的な場面」感激 素晴らしさや立派さ、また、与えられた栄誉や親切などに、激しく心を動かされること。「（名画を見て・受賞して・温かな言葉に）━する／━のあまり泣く」感心 優れている、立派だ、よくやった、などと心に強く感じること。「（見事な出来ばえ・地道な努力・立派な心がけ）に━する／親思いの━な子／彼の言動には━できない」＊やや上から見るニュアンスがある。感銘 記憶に残るほど深く感動すること。

感動する・しみる・感慨・うっとり

心引かれる・共感する／夢中だ・没頭する／すばらしい・すぐれている

感動する
「（深い・強い）━を受ける／お話を伺い、いたく━しました」＊「肝銘」とも書く。
感嘆 感心して褒めたたえること。「━の（声・眼差し・ため息・色）／（名演技・精密さ・勇気）に━する」賛嘆 とても感心して褒めること。「見事な演技に━の声を上げる」感服 深く感動して敬意を抱き、「かなわない」と感じること。「（見識の高さ・度量の大きさ・地道な努力）に━する」

感じ入る・しみ入る

感じ入る 心に深くしみ入って感じられる。「誠意ある言葉に深く━」しみ入る 【染み入る・沁み入る】心に深く入ってくる。「祖母の言葉が胸にしみ入った」しみる 【染みる・沁みる】心に深く感じられる。「心に━話／あの人の言葉は━なあ」感慨 しみじみと感じ入ること。「深い━を（覚える・抱く）／故郷の村を訪れ、━に（ふける・浸る）／学生時代を思い出すと━深い」感慨無量 はかり知れないほど感慨が大きいこと。この上なく深く感じ入る様子。「長年の夢がかない、━だ」感無量 感慨無量。「━の面持ちで息子の晴れ姿を眺める／これまでの苦労を思うと━だ」

感に堪えない 感動や感慨が大きくてこらえきれない。
「ようやく祖国に帰り着き、━」感極まる 感動や感激が頂点に達する。非常に感動する。
「感極まって声を詰まらせる」感涙 感激や感謝のあまり流す涙。深い感動から流す涙。「━にむせぶ／━を催す」

うっとりする

うっとり 美しさや心地よさに心を奪われる様子。「バレリーナの美しい姿に━する／ピアノの音色に━と聞き惚ほれる」酔う 心地よさや魅力的な雰囲気などに引き込まれ、うっとりする。「名演奏に━／パーティーの雰囲気に酔いしれる」
心を奪われる 心をすっかり引きつけられる。
「舞台上の熱演に━」
魅了される 心をすっかり引きつけられる。夢中になる。
「娘はサーカスの演技にすっかり魅了された」

その他の表現泣ける・しびれる・刺さる・エモい

基本の表現
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時

秋

さむい・すずし
い

★月の呼び方い
ろいろ

陰暦７月…初秋・新
秋・早秋・孟秋・首

秋・小秋・肇秋
ちょう
しゅう

陰暦８月…仲秋・盛
秋・秋涼・清秋・桂

秋・秋風月
陰暦９月…晩秋・

涼秋・暮秋・暮れの

秋・季秋・残秋・行く
秋・窮秋・秋の湊・

菊月
９月…長月

なが
つき｜ながづき

１０月…神無月
かんな
づき　

１１月…霜月
しも
つき

暦の上の秋…二
十四節気

立秋 
暦の上で秋が始ま

る日。太陽

暦8月8日ごろ。

処暑 
暑さがおさまる時

期。太陽暦8

月23日ごろ。

白露 
大気が冷えて草花

に露がつき、

白く輝いて見え始
めるころ。太

陽暦9月8日ごろ。

秋分 
昼と夜の長さが等

しい秋の日。

太陽暦9月23日ごろ
。

寒露 
気温が下がり、草

花についた

露が霜に変わるこ
ろ。太陽暦

10月8日ごろ。

霜降 
朝晩に霜が降り始

める時。太

陽暦10月23日ごろ
。

暦の上の秋…五
節句

七夕 
陰暦7月7日。七

夕たな
ばたの節句。

牽牛星けんぎゅう
せい　　 と織女星

しょくじょ
せい　 が年

に一度だけ会うと
いう伝説にちなみ

、

星に祈りを込める
祭りをおこなう。

重陽 
陰暦9月9日。菊の

節句。陽の

数である9が重なる
ため縁起が

よいとされ、長寿
や無病息災を願う

。

秋のはじまり

秋口 
秋になったばかりの

ころ。

「━には終わらせ
たい」

初秋 
秋のはじめ。陰暦

の7月。類新

秋・早秋

新涼 
秋のはじめの涼しさ

。類初涼

「━の季節に入っ
た」

秋の半ば、盛り

盛秋 
秋の盛り。陰暦の

8月。

仲秋 
秋の半ば。陰暦の

8月。

中秋 
陰暦8月15日。

「━の名月」

秋のおわり

秋の暮れ 
①秋の終わり。

②秋の夕暮れ。

晩秋 
秋の終わりごろ。

陰暦の9月。

冬隣 
冬に近い晩秋のこ

ろ。

涼秋 
涼しい秋。陰暦の

9月。

秋の情景

秋さる 
秋になる。秋が来

る。

秋立つ

秋場 
秋の時節。
「━半作」

九秋 
秋の90日間、3か月

。

＊初秋・仲秋・晩秋
の総称であ

る「三秋」も同じ意
味。

錦秋 
紅葉が錦のように

美しい秋。

「━の候」

桂秋 
桂（モクセイ）の花が

咲く秋。

＊陰暦の8月のこと
も指す。

高秋 
空が高く晴れわた

る秋。

秋意 
秋の気配。秋のお

もむき。

「━深し」

秋景 
秋の景色。類秋色

・秋容

秋思 
秋に感じるものさ

びしい思い。

類悲秋

秋宵 
秋の夜。秋のよい

。

「━の月の光」

秋涼 
秋の涼しさ。
＊陰暦の8月のこと

も指す。

秋・秋気・秋の
香・秋の声・秋

めく・

秋晴れ・秋日・残
暑・秋季・秋期

秋

基本の表現




